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無機フィラーを添加した圧電性高分子の制振特性に及ぼす

電気回路接続の効果
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過去の研究より、圧電性材料に電気回路としてインダクタンスを接続し、サンプル

のキャパシタンスと電気的共振させることで制振性能を向上できることが分かった。

共振状態での圧電性高分子の損失弾性率は、弾性率と圧電 d定数が大きいほど、誘

電率が小さいほど優れた制振性を示す材料となる。本研究では、制振性能をさらに

向上させるために、圧電性高分子に無機フィラーを添加し、その影聾を考察した。
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1．緒言

圧電性材料は、機械的エネルギーと電気的工

ネルギーを相互に変換する性質を持つ材料であ

り、ピエゾスピーカーやマイクロフォンなどに

応用されている。制振分野への応用の一つとし

て、圧電性材料に電気同路を接続した制振シス

テムに関する研究が行われている。

圧電性材料では、粘性による機械的エネルギ

ーの損失に加えて、圧電性により変換された電

気的エネルギーの損失を生じる。この電気的工

ネルギーを効率よく損失することで制振性を向

上させることができる。

図 l(a)に示すように、圧電性材料の等価回路は、

力学的振動が印加された時に発生する電荷に起

因する電圧源と誘電率と誘電損に起因するキャ

パシタンス成分、抵抗成分から構成される。

この回路の抵抗における消費電力は W=V2/Rで

あるが、圧電性高分子内のキャパシタンス成分

により位相差を生じるため、抵抗にかかる電圧

は小さくなり消費電力が低下する。そこで、図

l(b)のように外部電気回路としてインダクタン

スを接続し、キャパシタンス成分を共振周波数

においてキャンセルすることにより、電気的工

ネルギーの損失が最大となる。
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図 1等価回路図： （a）圧電性材料

(b)電気回路に接続した圧電性材料
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